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本研究は、「高齢者の生き方J観と「高齢者に対するイメージ」を高校生および高齢者に
調査し、その世代差を調べると共に、ぱらつき(個人差)の要因に関して検討しようとした
ものである。その結果、世代差では、まず高齢者が社会との関係を持ちながら自己を充実さ
せる生き方をしているという認識が高校生で比較的弱いことが示された。また、先行研究よ
り、高校生では否定的な認識が中心となり、高齢者では肯定的な認識が中心となるというよ
うな形で両者の間のずれが生じることが推測されたが、本研究では高校生では否定的な認識
がないわけではないものの肯定的な認識が中心であること、一方高齢者は高校生に比べると
それほど肯定度は高くないことが示された。ぱらつき(個人差)の要因については、先行研
究より、高校生の場合は高齢者との同居の有無や高齢者との交流・接触経験(よく話をする
高齢者の人数)が関係していることが推測されたが、本研究で一貫した関連が認められたの
は交流・接触経験(よく話をする高齢者の人数)で、交流・接触経験が多いほど、高齢者が
社会的自己充実の生き方、新たな充実感志向の生き方をしているという認識が高まり、また
概して高齢者に対するポジテイブなイメージが強まることが示された。高齢者の場合は、若
者との交流・接触経験(よく話をする若者の人数)が関係していることが推測され、これに
ついては一定の関連が認められた。すなわち、よく会って話をする若者が多い高齢者は、高
齢者は新たな充実感を志向する生き方をしていると認識する程度が強く、また概して高齢者
に対するポジテイブなイメージが強まることが示された。
1.問題と目的
統計的資料によれば、わが国は目下、世界でも最上位の長寿国であり、また全人口に占め
る65歳以上の高齢者比率も、 1980年には9.1%だ、ったものが、 2000年には 17.4%、2010年
には23.0%となり、 2025年には30%を越えると推定されている。このような急激な老年期
の延長と高齢者の増加に対応して、高齢者福祉制度や施設などの整備も急速に進み、高齢者
研究もさまざまに行われるようになった。心理学領域でもそれは同様である。
しかしながら、これまでの心理学研究では、高齢者自体に関係するものが多くを占め、反
面、高齢者を取り巻く人々を対象とした組織的な研究はあまりみられない。なるほど高齢者
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への身体的・精神的特徴の研究や、経済的支援・施策を問題とした研究も必要である。しか
し、高齢者を直接的・間接的に支えるのは高齢者を取り巻く人たちである。こうした高齢者
を取り巻く人々の高齢者に対する認識は、彼らの高齢者への対応を左右し、さらには彼らが
かかわる高齢者の自己認識や生活満足度、幸福感にも影響を及ぼすと考えられる。それだけ
に、高齢者を取り巻く人々が高齢者をどう認識しているかという問題は、他の研究と同様に
組織的に検討されるべき問題だと考えられる。本研究が「老年期および、高齢者への認識Jを
テーマとした最大の理由はここにある。
ところで、上で高齢者を支えるのは高齢者を取り巻く人々であると述べたが、通常は若い
世代がそれにあてはまると考えられがちである。しかし、昨今の介護状況等をみると、「高・
高介護」という言葉に象徴されるように、高齢者が高齢者を支えるということも現実化して
おり、その点を考慮すると、高齢者を取り巻く人々には、若い世代だけではなく、高齢者自
身も含める必要が出てこよう。
こうした高齢者自身を含めた、高齢者を取り巻く人々の「老年期および高齢者への認識」
には世代による差が予想される。私たちが行ってきた予備調査(寺田ら， 1995)でも、①高
齢者の多くは、高齢者は体力や病気を抱えながらも、社会とのかかわりのなかで生きがいを
見いだしたいと考えている、と認識している。②その一方で、青年後期の大学生では、老年
期を、他者に束縛されない自由な時間、身体を休める時間というように、あくまで個人的な
ものとしてとらえる傾向があり、衰えとの葛藤や、社会とのかかわりという視点が欠落して
いる。以上の2点が指摘されている。
もっとも各々の世代は、その世代特有の歴史的・社会的文脈のなかで人生を送ってきてお
り、また現在の年齢段階の違いによる経験の差も相まって、「高齢者」という同ーの対象に
対してであっても、その認識が異なるのは当然のことである。そして、こうした異なる認識
内容をもった世代に属する者同士が相互にかかわり合い、その過程のなかでそうした認識を
変容させていくものと推測される。本研究が目指す、高齢者と高齢者を取り巻く人々を対象
とした組織的研究とは、こうした枠組みのなかで進められるものである。
以上が本研究の基本的な問題意識であるが、今回は、「老年期および高齢者への認識」と
して、「高齢者の生き方」観と「高齢者に対するイメージ」をとりあげる。そして、これを
青年前期である高校生と高齢者について調査し、そこにずれがあるのか、あるとすればどの
ような点でずれがあるのか検討する(目的1)。また同時に、同じ世代でもこうした認識に
はばらつきがあると考えられるが、このばらつきの要因も相関的に検討する(目的2)。
ここで先行研究をみておこう。まず近年のわが国における“老人観"研究を概観した桑原
ら (1997)によると、女子高校生の高齢者に対する意識を調べた研究(綿引， 1994)では、
女子高校生は老人に対して全体としてはあまりよいイメージをもっていず、また同居経験の
ある方がマイナスイメージを多く持つ傾向にあり、接触経験の多い人、学校での学習経験の
ある人の方が良いイメージを持つ、とされている。大学生の老人に対するイメージを調べ
た研究(保坂， 1988)では、大学生が老人に抱くイメージはどちらかといえば否定的であり、
イメージを規定する要因としては老人への関心や祖父母との接触などの経験に基づく要因が
重要である、とされている。桑原らは、この2つの研究を含めた概観を踏まえたうえで、高
齢者のイメージに影響する要因として、高齢者との同居または別居の状況や高齢者との交流
経験・接触経験の有無が影響要因として重要と考えられている、と総括している。
このほか古谷野ら (1997)は、中高年の老人イメージを調査し、その結果に小・中学生の
老人イメージを調べた中野ら(1991，1994)や長島 (1974)の研究を合わせて考察し、老人
イメージの加齢変化として「幼時には肯定的であった老人イメージが、青年期にもっとも否
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定的になり、その後に肯定的な変化に変化していく」という仮説を提起している。このうち、
青年期における高齢者に対する否定的イメージ、については、綿引や保坂の研究でも指摘され
ている。
これらの先行研究を踏まえると、本研究の目的lである「高齢者の生き方J観と f高齢者
に対するイメージ」における世代差では、高校生では否定的な認識が中心となり、高齢者
では肯定的な認識が中心となるというような形で両者の聞のずれが生じることが推測される。
また、目的2として、「高齢者の生き方」観と「高齢者に対するイメージ」のばらつきの要
因を相関的に調べるとしたが、このばらつきの要因としては、高校生の場合は高齢者との同
居または別居の状況や高齢者との交流経験・接触経験の有無が関係していることが推測され
る。高齢者の場合はこの観点からの先行研究はないが、自らの世代のイメージや意味づけを
相対化する機会として、若者との接触を取り上げることとする。本論文は、このような推測
に基づいて、調査の実施、データ分析を行ったものである。
n.方法と手続き
調査対象者:高校生474名(男 223名、女243名、不明8名)および高齢者274名(男 134
名、女139名、不明 1名)。
調査方法:質問紙法。
質問項目(本論文で報告する項目のみ)
A I高齢者の生き方」観を調べる項目 (34項目)
B I高齢者に対するイメージ」を調べる片側SD項目 (35項目)
これら A、Bの項目は、いずれも「全くあてはまらない~いずれともいえない~非常に
あてはまるJの7件法で評定させるものである。項目は、寺田ほか (1994，1995)を基に
作成した。教示は「次にあげる文(もしくは形容詞)は、現代の高齢者(お年寄り)にど
の程度あてはまると思いますか。あてはまるところにOをつけてくださいjというもので
あった。
C 調査対象者個人の属性を調べる項目群
①フェイスシート(年齢、性別、家族構成など)
②(高校生のみ)高齢者との接触状況を調べる項目(よく話をする高齢者の人数)
③(高齢者のみ)若者との接触状況を調べる項目(よく話をする若者の人数)
調査実施方法:全国3都市(仙台・静岡・那覇)にある高校(普通科・中堅校)および高齢
者向け市民大学主催団体に依頼して実施した。
調査期日:1997年1月-8月
m.結果
1) I高齢者の生き方」観について
(1) I高齢者の生き方」観得点の設定
「高齢者の生き方」観を調べる 34項目に対する応答を、高校生と高齢者を込みにして因子
分析(主因子法・パリマックス回転)し、 4因子を抽出した。各因子に含まれる項目群(因子
負荷量が.38以上)の意味合いを考慮して、 4つの因子それぞれに<社会的自己充実因子>
<安らぎ追求因子><新たな充実感追求因子><自己本位因子>と命名した(表l参照)。
そのうえで、各因子に含まれた項目の得点を合算し、それぞれ<社会的自己充実得点><新
たな充実感追求得点><安らぎ追求得点><自己本位得点>として得点化を行った。
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表1 高校生と高齢者が持つ「高齢者の生き方」観の因子分析結果
<社会的自己充実因子> 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
教養をつけたいと思っている .683 
経験や知識を積もうとしている .641 
世の中の動きに関心を持とうとしている .623 
社会に奉仕しようとしている 589 
一生懸命働こうとしている 570 
家族の幸せを第一に考えている .57 
家族の役に立ちたいと考えている .540 
自分の内面を見つめようとしている .538 
人との出会いを求めている .486 
人生をどのように生きていくか考えている .483 
経験や知識を生かしたいと，思っている .456 
自分自身と深く向き合おうとしている .415 
<安らぎ追求因子>
のんびり気楽に過ごそうとしている .73 
安らぎを求めている .66 
周囲の人々に迷惑をかけたくないと思っている .607 
趣味を思う存分楽しもうとしている .504 
健康や体調を維持しようとしている .496 
悠々自適な生活をしようとしている .457 
心の豊かさを求めている .437 
いろいろな所を遊ぴ歩きたいと思っている .383 
<新たな充実感追求因子>
何か新しいことをやりたいと，思っている .67 
自分の存在意義を見出そうとしている .615 
充実感を求めている .592 
周囲の人々から頼りにされたいと，思っている .569 
何か新しい生きがいを求めている .521 
<自己本位因子>
自分自身のためだけに生きょうとしている .623 
何事でも自分が中心になりたいと，思っている .618 
他人との関係を避けたいと思っている .579 
周囲の人々から干渉されたくないと思っている .498 
周囲の人々に頼りたいと，思っている .479 
何事につけ意見を言いたいと，思っている .474 
自分の過去を振り返ろうとしている .452 
束縛から解放されたいと思っている .397 
くその他>
経済的に安定したいと，思っている
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図1i高齢者の生き方」観得点の高校生・高齢者比較 (1項目あたり)
(2) i高齢者の生き方j観得点の高校生・高齢者比較
(1)の4得点について高校生、高齢者それぞれについて、平均点を算出し、さらに認識の
方向性を判断するために 1項目あたりの得点を算出した。図1は1項目あたりの得点を示し
たものである。これによると、まず認識の方向という点では、高校生、高齢者とも<社会的
自己充実得点><安らぎ充実得点><新たな充実感追求得点>は両者においてあてはまる方
向で評定されている。一方、<自己本位得点>は高校生においても高齢者においても両者に
おいてあてはまらない方向で評定されている。
4得点の平均点を両者で検定すると、<杜会的自己充実得点><安らぎ充実得点>で高齢
者のほうが高校生よりも有意に高く(社会的自己充実得点:t= 10.61. dfロ507.6，p<.OOl、安
らぎ充実得点、:t=4.02， df=746， p<.OOl)、また<自己本位得点>で高校生のほうが高齢者よ
りも有意に低かった(自己本位得点:t=2.47， df=473.27， p<瓜)。なお、<新たな充実感追
求得点>では有意差は認められなかった。
以上の結果は、高齢者も高校生も「現代の高齢者は、社会的な自己充実を図り、同時に安
らぎを追求しようともしている」と認識しているが、その程度は高校生よりも高齢者のほう
が強く、また「現代の高齢者は自己本位であるjという見方は高齢者でも高校生もあてはま
らない方向で認識されているが、その程度は高齢者よりも高校生のほうが強いことを示して
いる。
(3) i高齢者の生き方」観得点と個人属性との関連
ア.高校生の場合
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本
国2 高校生が持つ「高齢者の生き方」観と「よく話す高齢者の人数」
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①高齢者との同居の有無(フェイスシートの家族構成を問う項目から判断、以下同じ)、
②よく会って話をする高齢者の人数、といった個人属性と、 f高齢者の生き方J観4得点と
の関連を調べた。その結果、①高齢者との同居の有無は4得点いずれも統計的に有意な関
連が認められなかった。②よく会って話をする高齢者の人数との有意な関連が認められた
のは、<社会的自己充実得点>、<新たな充実感追求得点>(社会的自己充実得点:F=4.17， 
df=2， 471， p<.Ol;新たな充実感追求得点:F=2.88， df=2.471， p<.05)で、残りの 2得点と
の有意な関連は認められなかった(図2参照)。この結果は、よく会って話をする高齢者が
多い高校生はそうでない高校生より「現代の高齢者は、社会的に自己を充実させようとして
いる、新たな充実感を追求しようとしている」と認識する程度が強いことを示している。
イ.高齢者の場合
③よく会って話をする若者の人数といった個人属性を問う項目と、「高齢者の生き方J観
との関連を調べた。その結果、統計的に有意な関連がみられたのは、<新たな充実感追求得
点>(新たな充実感追求得点:F=3.45， df=2，271， p<.05)で、残りの 3得点との関連は認
められなかった(図3参照)。この結果は、よく会。て話をする若者が多い高齢者はそうで
はない高齢者より「現代の高齢者は新たな充実感を追求しようとしている」と認識する程度
が強いことを示している。
2)高齢者に対するイメージについて
(1)高校生・高齢者の比較
図4-1、4-2は「高齢者に対するイメージ」を調べる 35項目それぞ、れの平均評定値を、
高校生・高齢者別に示したものである。図4-1は、すべて両者の平均評定値に統計的な有
意差がある項目である(すべてp目<05もしくはp<.Ol)。これによると、高校生のほうが高齢
者よりも統計的に有意にあてはまると評定しているのは図の左半分の 10項目で、物知りな、
あたたかい、世話好きな、尊敬すべき、器用な、礼儀正しい、のようなポジテイブな意味内
容を含むものばかりではなく、頑固な、おせっかいな、寂しい、弱い、のようにネガテイブ
な意味内容を含むものもある。一方、高校生のほうが高齢者よりも有意にあてはまらないと
評定しているのは図の右半分の 11項目で、おしゃれな、柔軟な、以外は、未熟な、よくばりな、
不潔な、暗い、自分勝手な、強い、冷たい、こわい、大雑把な、とネガテイブな意味を含む
項目である。この結果は、高校生の「高齢者に対するイメージ」は高齢者に比べて概してポ
ジテイブであるが、頑囲な、おせっかいな、寂しい、弱い、のように高齢者よりもネガテイ
ブなイメージも強く持っているところもあることを示唆している。その一方で、高齢者の「高
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高校生・高齢者の「高齢者に対するイメージJ(2) 
齢者に対するイメージ」は、高校生に比べると必ずしもポジテイブとはいえない。全体的に「ど
ちらともいえない」付近に評定値が集まっており、ポジテイブなイメージとネガテイプなイ
メージが措抗している様子がうかがえる。
図4-2は残り 14項目の結果である。このうち、余裕のある、九帳面な、楽しい、わが
ままな、依存的な、の5項目は、高齢者のほうが高校生よりも有意にあてはまると評定され
ている項目である (p.<05もしくはp<.Ol)。これらは高校生では実感しにくく、実際に高齢
者になってみないとわからないイメージなのかもしれない。そのほかの、頼りになる、元気
な、自由な、明るい、清潔な、いばっている、威勢がよい、いじわるな、迷惑な、の9項目
については統計的な有意差は認められなかった。
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高校生が持つ「高齢者に対するイメージ」と高齢者との同居の有無図5-1 
(2)高齢者に対するイメージと個人属性との関連
ア.高校生の場合
①高齢者との同居の有無、②よく会って話をする高齢者の人数、といった個人属性と、
高齢者イメージとの関連を調べた。その結果、①高齢者との同居の有無で有意差が認められ
たのは7項目である (p.<05もしくはp<.Ol) (図5-1参照)。このうち寂しい、尊敬すべ
きでは、同居無のほうが有よりも有意にあてはまると評定されており、おしゃれな、余裕の
ある、威勢がよい、いばっている、自分勝手な、では、同居無のほうが有よりも有意にあて
はまらないと評定されている。この結果は、高齢者と同居しないことで、高齢者の寂しさの
イメージが高められ、またいばっている、自分勝手な、おしゃれさや余裕、威勢のよさのイ
メージが低減されていることを示している。
また、②よく会って話をする高齢者の人数で有意差が認められたのは 14項目である (p.<05
もしくはp<.Ol)(図5-2参照)。このうち、おしゃれなでは、話をする高齢者の人数が少
ないほどあてはまらないと評定されており、弱い、ではあてはまると評定されている。その
ほかの、あたたかい、尊敬すべき、器用な、余裕のある、楽しい、頼りになる、元気な、自
由な、清潔な、威勢がよい、明るい、依存的な、では、話をする高齢者の人数が多くなるほ
どあてはまると評定されている。この結果は、よく話をする高齢者の人数が多くなるほど、
高校生の持つ高齢者に対するポジテイブなイメージが強まる傾向が示唆しているが、同時に
高齢者の依存性への認識が強まる傾向もうかがえる。
イ.高齢者の場合
③よく会って話をする若者の人数と、高齢者イメージとの関連を調べた。③よく会って話
をする若者の人数で有意差が認められたのは 11項目である (p.<05もしくはp<.01)(図6
参照)。このうちおしゃれな、あたたかい、世話好きな、清潔な、柔軟な、頼りになる、礼
儀正しい、の7項目は、話をする若者の人数が5人以上で、他よりもあてはまる方向に評定
されている。また、九帳面な、では人数がO人、もしくは 1-4人で、 5人以上のときより
もあてはまる方向に評定されている。そのほかの、いじわるな、おせっかいな、よくばりな、
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高校生の持つ「高齢者に対するイメージ」とよく話をする高齢者の人数図5-2
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高齢者の持つ「高齢者に対するイメージ」とよく話を若者の人数
の3項目では、話をする若者の人数がO人のときに1-4人や5人以上よりもあてはまらな
い方向に評定されている。この結果は、よく話をする若者の人数が多くなるほど、概して高
齢者の持つ高齢者に対するポジテイブなイメージが強まり、ネガテイブなイメージが弱くな
ることを示している。
図6
N.考察
ここでは2つの目的に即して考察を進めたい。
目的1の世代差については、まず「高齢者の生き方J観では、高齢者も高校生も「現代の
高齢者は、社会的な自己充実を図り、同時に安らぎを追求しようともしている」と認識して
いるが、その程度は高校生よりも高齢者のほうが強い、また「現代の高齢者は自己本位であ
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る」という見方は高齢者でも高校生もあてはまらない方向で認識されているが、その程度は
高齢者よりも高校生のほうが強い、という 2点が示唆された。この高齢者が社会とのかかわ
りを持って自己を充実させていく生き方をしているという認識が高校生において薄いという
結果は、寺田・中村ら(1995)における大学生の調査でもみられており、この傾向が若者一
般のものであることが推測される。また、高齢者の自己本位性についての認識が高校生につ
いてかなり薄いという結果は、下のイメージの結果とともに、若者が高齢者に対して必ずし
もネガテイプな認識を持っているわけではないことを示唆するものである。
「高齢者に対するイメージJでは、高校生の「高齢者に対するイメージ」は高齢者に比べ
て概してポジテイプであるが、頑固な、おせっかいな、寂しい、弱い、のように高齢者より
もネガテイプなイメージも強く持っているところもあること、一方高齢者の「高齢者に対す
るイメージjは、高校生に比べると必ずしもポジテイプとはいえず、全体的に「どちらとも
いえない」付近に評定値が集まっており、ポジテイブとネガテイプ両方のイメージが措抗し
ている様子がうかがえた。
以上の結果は、高校生の高齢者に対する認識には、ネガテイブなものがないわけではない
が、高齢者に比べ概してポジテイプなものが中心であり、他方、高齢者の高齢者に対する認
識は、高校生に比ベポジティブ度は高くはないというものである。先行研究を踏まえた推測
は、高校生では否定的な認識が中心となり、高齢者では肯定的な認識が中心となるというよ
うな形で両者の聞のずれが生じるというものであったが、今回の結果はそれとは一致しない。
本研究が依拠してきたのは古谷野らの仮説であったが、先にも紹介した桑原らは、老年イメ
ージの加齢的変化に関して、「高齢者のイメージは児童から中学生、高校、大学と年齢が上
がるにしたがって、肯定的なみかたからプラス面もマイナス面もみれるようになり、自分が
高齢者に近くなるほどマイナスのイメージや高齢者の生活に不安を持つようになる傾向があ
る」と述べている。今回の結果は、この桑原らの考えを支持するものといえる。しかしその
一方で、こうした結果の相違は、教示で用いた語句の違いによる可能性もないわけではない。
西村・平津 (2009)は、多くの既存研究において、教示が「老人」となっており、これを「高
齢者」にした場合で結果が変わってくることを指摘している。本研究でも「老人」という語
句は用いておらず、そのために結果が変わったことも考えられる。このほか、方法論でいえ
ば、 1980年代後半以降の高齢者イメージ研究ではSD法が多用されており、大半は両側S
D法である。本研究では片側SD法が用いられており、これが結果の相違をもたらした可能
性もある。
次に目的2のばらつきの要因については、まず高校生の「高齢者の生き方」観では、同居
の有無との関係は認められなかったものの、よく会って話をする高齢者の人数との聞にいく
つかの点で関係が認められた。すなわち、よく会って話をする高齢者が多い高校生はそうで
ない高校生より「現代の高齢者は、社会的に自己を充実させようとしている、新たな充実
感を追求しようとしている」と認識する程度が強い傾向がある。「高齢者に対するイメージ」
では高齢者との同居の有無とよく会って話をする高齢者の人数との聞にいくつかの点で関係
が認められた。すなわち、高齢者との同居しないことは、高齢者に対する寂しさのイメージ
を高め、いばっている、自分勝手な、おしゃれきや余裕、威勢のよさといったイメージを薄
めることが示唆された。また、よく会って話をする高齢者の人数が多くなるほど、概して高
校生の持つ高齢者に対するポジテイブなイメージが強まることが示唆された。先に紹介した
綿引 (1994)では、女子高校生が対象ではあるが、同居経験のある方がマイナスイメージを
多く持つ傾向にあるという結果が得られているが、本研究では同居経験があることの影響を
必ずしも明確にすることはできなかった。桑原らによるわが国の老人イメージに関する研究
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の概観でも、高齢者の同居の影響については一貫した結果が見られているとはいえないとさ
れている。また、綿引では接触経験がある方がよいイメージを持つという結果が得られてい
るが、本研究ではよく会って話をする高齢者の人数が多くなるほど、高齢者が社会的に充実
させようとする、新たな充実感を求めている存在として認識しており、また概してポジティ
ブなイメージを強く持っていることが示されており、綿引の結果と似た傾向が得られている。
桑原らは、これまでの研究では、接触や交流の有無という観点での調査が多く、それらの内
容とのイメージ形成との関連を今後の課題としているが、本研究では接触や交流の形態の一
つである「よく話をする」ことがイメージ形成と関連していることが示されており、この課
題を乗り越える一歩になっていると思われる。
高齢者の「高齢者の生き方J観については、よく会って話をする若者が多い高齢者はそう
ではない高齢者より「現代の高齢者は新たな充実感を追求しようとしているJと認識する
程度が強いことが示唆された。また、「高齢者に対するイメージjでは、よく話をする若者
の人数が多くなるほど、概して高齢者の持つ高齢者に対するポジテイプなイメージが強まり、
ネガテイブなイメージが弱まる傾向がある。最初に述べたように、本研究では、若者との接
触により、高齢者自らの世代に対する認識の相対化が行われ、その結果として接触度による
こうした認識の違いが生じるという枠組みで調査を行ったが、それ以外にも、高齢者にポジ
テイブなイメージを持ち、新たな充実感を追求しようとしている存在として高齢者を位置づ
けているからこそ、接触する若者が多くなっているという解釈の可能性もある。
v.まとめと今後の課題
本研究は、「高齢者の生き方」観と「高齢者に対するイメージ」を高校生および高齢者に
調査し、その世代差と、ぱらつき(個人差)の要因に関して検討しようとしたものである。
その結果、世代差では、まず高齢者が社会との関係を持ちながら自己を充実させる生き方
をしているという認識が高校生で比較的弱いことが示された。また、先行研究より、高校生
では否定的な認識が中心となり、高齢者では肯定的な認識が中心となるというような形で両
者の聞のずれが生じることが守佐測されたが、本研究では高校生では否定的な認識がないわけ
ではないものの肯定的な認識が中心であること、一方高齢者は高校生に比べるとそれほど肯
定度は高くないことが示された。
ぱらつき(個人差)の要因については、先行研究より、高校生の場合は高齢者との同居の
有無や高齢者との交流・接触経験(よく話をする高齢者の人数)が関係していることが推測
されたが、本研究で一貫した関連が認められたのは交流・接触経験(よく話をする高齢者の
人数)で、交流・接触経験が多いほど、高齢者が社会的自己充実の生き方、新たな充実感志
向の生き方をしているという認識が高まり、また概して高齢者に対するポジテイブなイメー
ジが強まることが示された。高齢者の場合は、若者との交流・接触経験(よく話をする若者
の人数)が関係していることが推測され、これについては一定の関連が認められた。すなわ
ち、よく会って話をする若者が多い高齢者は、高齢者は新たな充実感を志向する生き方をし
ていると認識する程度が強く、また概して高齢者に対するポジティブなイメージが強まるこ
とが示された。
本研究は、問題と目的で述べたように、イメージを含めた認識の形成や変容に、高齢者と
若者相互のかかわり合いが影響するという枠組みで研究を進めているが、今回は相関調査の
ため、この枠組みそれ自体の可否について直接検討することはできない。しかし、今回の調
査結果は、この枠組みを大きく覆すようなものにはなっていないと考えられる。今後におい
ては、高齢者と若者の間で相互のかかわりを実際に持つことによる効果などを検討し、この
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前提を直接検討できるような研究を行っていく必要がある。
また、本研究が取り上げたような、高齢者に対する認識やイメージは時代や社会状況の影
響を強く受けていると考えられる。その意味で、同様の調査を 10~ 15年ごとに行っていく
ことが必要となってこよう。今回の報告はそのためのベースラインにもなると考えられる。
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